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発表概要：シアル酸をアルキル鎖で架橋してβ側からの基質攻撃を防ぐことで生理機能に重要なシアル酸化合物
の片方の立体異性体（α体）のみを高収率で製造する方法
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従来法のグリコシド化反応の課題

開発した技術 α結合のみを合成する手法を初めて開発
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4 steps

2 mer: 95% (供与体: 3.0 equiv.)
3 mer: 93% (供与体: 4.0 equiv.)
4 mer: 78% (供与体: 5.0 equiv.)

5 mer: 81% (供与体: 5.0 equiv.)

Yield: 90%~
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シアル酸

天然のシアル酸は全てα結合

しかし、
化学合成でα結合のみをつくる

ことは極めて困難
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シアル酸多量体 C-グリコシド
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想定される用途
感染症ワクチン製造、悪性腫瘍ワクチン製造、

細胞特異的薬物送達
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